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Abstract

　　The 　formulations　group　of　tonic　actions 　in　Kampo 　medidne ，　called
“hozai”

，
　are 　in　the　limellght

recently ，　Especially，　formulations　including　Astragali　root （黄耆，　Huang　Ql；Ougi）which 　is　represented
in　Jingi−zai （参耆剤） （formulations　including　Ginseng　root 　with 　Astragali　root ）play　important　role 　in
the　treatment　of　elderly 　patients．　There　are 　two 　herbs　which 　have　been　used 　as　Ougi，　Astragali　root 　and

Hedysari　root （晋蓍，　Jing　Qi；Shingi）．Although　Astragari　root 　and 　Hedysari　root 　have　no　similarity

botanically，　they　have　been　used 　as 　comparatively 　in　the　clinical　scene 　and 　even 　historically，　Iledysari
root 　was 　regarded 　as 　being　better　than　Astragalus　root ，　There　is　no 　systematic 　review 　which 　explicates

the　difference　and 　similarity 　of　the　two 　herbs．　In　this　report
，
　we 　attempt 　to　compare 　Astragalus　root 　and

Hedysari　root 　clinically 　and 　pharmacologically ，
　and 　discuss　about 　the　histor童cal 　and 　theoretical　basis　of

the正r　clinical　app 正ications、

1｛ey　words 　Ougl （Astragali　root ），Shingi（Hedysari　root ），Leguminosae ，　tonics．

は じめに

　補剤 に は病気や加齢な どで 体 力が 低下 した 状態に お い

て 抗病力を再結集 し，バ ラ ン ス を立 て 直す作用 が 想定 さ

れるc 人参，黄菩は代表的な補剤の 生薬で ある。人参 は

補気，黄耆 は 固表 と され て い る。臨床で，黄耆は 強壮，

止 汗，利尿な ど を冂的 と して種 々 の 漢方 に 配合 さ れて い

る。黄耆を含 む処 方の 補中益気湯，十全大補湯，人参養

栄湯などは い ずれも補剤の 代表処方 で あ る。しか し，黄

首は 多種 類の 基源植物をもつ 野 生薬 と して も，産 地 や，

基源植物 に よ っ て，黄耆，晋耆， 紅 耆， 綿黄耆な ど様 々

な名前が ある。大別す る と，Astragalus属基源 の 黄耆と，

Hedysarum　ts基源の 晋耆 とに 分け ら れ る。一般的 に は，

両 者は臨 床 で 同様 に 使用され る こ とが 多い が ， 薬能に お

い て 異 な る と こ ろが あるともされ て い る。気を補い 陽 を

助け，陥を挙げ る と い う薬効 を目標 と して用 い る場合は

黄耆，血を活し，血を生 じ る とい う薬効 を目標 と して用

い る 場合 は晋耆の 方が よ い とい わ れ て い る。また は黄耆

の 投与 で 副作用 が 起 こ る場合 は晋蓍が 代わ っ て使用す る

場合 もある。しか し， 黄耆と晋耆との 比較研究 は まだ 少

ない 。黄耆 と晋耆 を正 確 に 使用 す るた め に ，基礎的に も

臨床的に も黄耆 と晋蓍を比 較 し，さらに 多くの デ
ー

タ を

収集する必要が ある と思 わ れ る。そこ で，我々 は黄菩 と

晋耆に 関する研究を基礎臨床に わ た っ て 総説す る。

基源植物

　黄耆 （Ougi） は マ メ 科 （Leguminosae ＞の Astragali

root で あ る，基 源植 物 は Astragatt｛s’ membranaceu ∫

BUNGE ，
i）

また は Astragalas　mongholicus 　BuNGE4
｝

で あ

る。

零
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102 黄蓍と晋蓍

　晋耆 （Shingi）は 川耆，紅耆，束黄耆 と も称 され，マ メ

科 （Legum．inosae）の Hedysarum ρθ肋 o ’那 HAND −

MAZZ ．の 根 1’；” また 1L　 tanguticum　 FEDTscll
，
　 H ．！im一

加 漉 漉 ULBR．な どの 根で ある。　 R本産 の
「
和黄耆」 が 市

販 さ れ た こ と が あ っ た が，こ の も の は イ ワ オ ウ ギ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 6）

Hedysarum 伽 α測 o幽 HARA 　及 び H ．　ussun
’
ense 　SCHIs．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 71

cHKIN 　et　KoMARov 　の 根 で あ vl，晋蓍に属 して い る。

　晋蓍は
『目本薬局方 （XII）s の 黄蓍か らは 除外 さ れ て

い るが，中華 人民共 和国薬典 （1990年版）に は 黄耆 も紅

言 （＝晋耆〉も含め て収載されて お り，凵本薬局方と見

解 を異に して い る。黄耆，晋耆は 歴史的 に漢方医家 の 間

で は臨床 L同等 に使用 され て い る。現在， 中国で は 晋蓍

が 最 hb，1の 黄蓍と して 重用 され1〕 台湾 で も，頻繁 に 使用

され て い る
9 ：

こ とか ら，生薬 と して 有用 で あ る こ とが確

実 と言え る 、

性　　状

　医療用 に 修治 ， 横切 りさ れた 黄蓍 と晋耆は一
見 よ く似

て い る。黄耆 は ほぼ 円柱形を呈し，長 さ 30〜100　cm ，径

1〜3，5cm で あ る．まれ に 分枝 が あ る、、外面 は 淡 灰黄色

〜淡 褐黄色で，不規則な あ らい 縦 じわ と横長 の 皮 目様の

模様が ある。細 い もの で は 木部か ら皮部に わ た っ て 白色

の 放射組織 が 認め られ るが，太 い もの で は しば しば 放射

状 の 裂け 凵 とな っ て い る。晋脅 もほ ぼ 円柱 形 を呈 し，長

さ 10〜50cm ，径 0．6〜2cm で あ る。と こ ろ ど こ ろ側根 が

あ る。外面は 灰赤褐色で，不規則なあら い 縦 じわと横長

の 皮 目様の 模様が あ る。皮 部 は 淡黄色，木部 は 淡黄褐色，

形成層付近 はや や 淡褐 色 を帯び る。

成分研究

　黄耆は イソフ ラ ボ ノ イ ド類 の isoflavonoids　I〜V （1：

astraisoflavoneglucoside ，　II：formononetin　7−o 一β一D −

glucoside，　III： astrapterocarpanglucoside ，　IV ： astra −
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1 

isoflavanglucoside，　V 二astra 量soflavone ，　calycosin ），

astrasoflavan ，　astraisoflavan
−7−o 一β一D −glucoside，　astra −

pterocarpan ，
11 ）

formononetin，3
’−hydroxyformononetin，

2’，3
’−dihydroxy−7，4

’−dimethoxyisoflavone，7，3
’−dihy−

droxy−9，10−dimethoxypterocarpane，　isoliquiritigenin

な ど
G）
お よび サ ポ ニ ン 類 の astragaloside 　l〜vllfli2

』13 〕

を含 ん で い る。糖 とし て D −glucose，　D −fructose，　su−

crose などの ほ か，　linoleic　acid ，　lino｝einic　acid ，β
一
sitos−

terol，
i4）

betaine，　choline ：
｝

また は ‘
−
canavanine ，γ

一

aminobutyric 　acid （GABA ），
15 ，lfi〕

ポ リア ミン 類
17〕

を含

有 して い る、晋耆は イ ソ フ ラ ボ ノ イ ドII及 び V （iso・

flavonoids　ll，　V ），シ ュ ウ酸 カ ル シ ウム の 結晶｝
6’18）

γ
一

aminobutyric 　acid （GABA ）16） ポ リ ア ミ ン 類19〕 1−3一

hydroxy−9−methoxypterocarpan9
〕
を含む。

薬理研究

　血圧 降下作用 ：黄耆の 水，ア ル コ ール お よび エ
ー

テ ル

エ キス は静脈投与に よ O，ウ サギの 血圧を下降させ る。

70％ ア ル コ
ール 抽出エ キ ス は イヌ の 血 圧 を著 明 に下 降

させ る1ω 摘出 した ウサ ギ耳 介 血管
20 ，zn

お よび カエ ル 後

肢 血管
22〕

は 10％ 黄耆煎液の 適用 に よ り著 明 に 拡張 さ れ

るn その 作用 は 末稍 性 で あ る と考 え られ るIO｝

　Xiao23
｝
は黄耆か ら配糖体を分離し、

ウ サ ギに罎脈内投

与する と，その 血圧 を
．
過 性 に下降させ る こ と を示 した．J

さ らに藤 田
ze／，

は 9種 類 の 黄 耆類 につ い て検 定 を行 い ，顕

著 な 血圧 下降作用 を観察し た。その 効果 は黄耆の 方が 晋

蓍よ り，は るか に強 い こ とが 示された。一
方 ， 黄耆 と晋

耆の 効果 の 強 弱 に 関 して は 異 な っ た 報告 も存在す る。
　 　 　 　 コほ エ

Hikinoら　 は黄耆 ， 晋善の 水 エ キス をラッ トに静脈内

に 投与 して ， その 血圧 に及 ぼす影響 を調べ た結果，晋耆

の 血 圧降下 活性 が最 も高 い こ と を観察した。また，黄耆

の 血圧降 ド作用 の 活性成分 は水溶性で ， 塩基性 を示す と

判断され，活性本体 は γ
一
aminobutyric 　acid （GABA ）で

あ る こ とが 明 らか に され て い る。

　 利尿および 腎炎に 対する作用 ：黄耆 エ キス の 皮下注射

に よる ラッ ト，ウ サ ギお よび イ ヌ な どに お け る著明 な利

尿作用が 認め られ る。しか し，用量調節が 難 しく，大量

投与 で はか え っ て 尿量を減少させ る：
’1125）

また，黄耆を経

口 投与 した場合，血 清投与 に よ る ラ ッ トの 実験的腎炎 の

発生 を抑制し，蛋 白尿 と高 コ レ ス テ ロ
ール tin症 の 発 生 を

　 　 　 　 　 25 ）

遅延させ る。黄耆の 利尿成分は まだ 明 らか で な い
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 26 ）

　 抗菌作用 ：黄耆の 抗菌作用 が確認 され て い る 。　久保

ら
9｝

は in　vitro で黄耆お よ び晋耆の 抗菌性を数種 の 細菌

及 び 真菌を用 い て検索 した 結果， 市販 の 黄耆お よび 晋耆

に は全て 抗菌性が 認 め られ ， 晋耆が最も強い 抗菌性 を示

すこ とを見出した。こ の 抗菌性 は 晋耆が 1−3−hydroxy−9−

methoxypterocarpan を 含有する こ とに よ る もの と考 え

られ て い る。

　 免疫系に 対す る作用 ：黄耆 の 水溶性エ キス は 経 口 投与

に より，
マ ク ロ フ ァ

ー
ジ の 貪食作用増強効果 と抗腫瘍作

用
27）

を示す。黄耆及 び晋蓍の 多糖類 に は腹腔投与 で 腹腔

マ クロ フ ァ
ー

ジ 産生促進作用
2S｝

を有する。黄耆 の 水抽出

液は マ ウ ス 腹腔 内の マ ク ロ 7 ア
ー

ジ数 お よび 遊走能 に 対

しともに 増強作用 を持 つ 。さらに cyclophosphamide に

よる NK 細胞障害活性の 降下 を完全に 回復させ るこ とが

報告 され て い る19，

　 また，黄善の 多糖成分の Radix　 Astragalz｛s　 polysac−

charide （APS ）と晋耆の 多糖成分 の Radix　Hedysarum

polysaccharide（RHPS ） は マ ウ ス の transplanted

N 工工
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tumor ，　Sarcoma　180，　Ascites　hepatoma などの 成長を

抑制する1エ1〕APS 及び RHPS は ， 正常マ ウ ス の 免疫を増

強す るの み ならず，予 め 投与す る こ と に より，cyclophos −

phamide 及 び prednisolene の 免疫抑制作用を も予防す

る 1’i” APS 及 び RHPS の 腹腔 投与に よ り，末稍 マ ク ロ

フ ァ
ージ の 補体 C3 の 沈着 の 著明 な促 進，お よび マ ク ロ

フ ァ
ー

ジ 数 の 増加
跚

が 観察さ れ る こ とか ら，APS と

RIIPS の 免疫増強作用は 補体 C3 と関わ っ て い る と推定

さ れ て い る，
　 　 　 　 ／ヌz ／

　 Kim ら　 は 黄脅 の ICR マ ウ ス の 免疫応答に 対す る影

響を検討した n 黄耆 の メ タ ノ
ー

ル エ キ ス を 2週間経 口 投

与して，
一

定濃度 まで は 用量依存的に マ ウ ス の 液性免疫，

細 胞 性 免疫，末梢自細胞の 貪食作用 お よび数を促進す る

こ と を示 した が，高濃度 で は この 促進 は抑制され た。

　Kajimuraら
：｝：D

の 研究 に よ る と，各週 齢 ご と の マ ウ ス

の IgM の 産生 に 対す る黄耆 の 影響 を検 討 した とこ ろ，
正gM の 産生 は週齢 に 従 っ て 減少 した 。 こ れ に対 し，黄

．
耆

多糖は IgM の 産 生 を 10週齢 マ ウ ス に お い て 増加させ る

傾向 を示 し，また 36週齢お よ び 60週齢マ ウ ス に おい て

は こ れ を有意に増加 させ た。
　 　 　 　 34 ）

　Jinら　 は Nbutyl −N −butanolnitrosoamine（BBN ）

で 処理 した マ ウ ス の マ ク ロ フ ァ
…

ジ の 機能に 対する影響

を検討 した。BBN 処理 した マ ウス の マ ク ロ フ ァ
ー

ジ の

走化性活性 は 17週 目に 著明 に減少 し，IL−1お よび TNF
の 産生の 減 少 が 観 察 され た。こ れ に対し， 黄耆は マ クロ

フ ァ
ー

ジ の 走 化性 活 性の 減少，IL−1 お よび TNF の 産生

の 減少を有意 に抑制 した。

　我 々
1｛，）

は 晋耆 と黄耆の 作用 を比 較検討す る ため に，卵

白ア ル ブ ミン （OVA ）の免疫に よる特異的抗体産生能，
B 細胞お よび T 細 胞 に 対す る黄耆 お よ び 晋樽 の 影響 を

検討 した。黄耆と 晋祥は 同様 に
一

次免疫応答の IgG2aの

産生 を低下させ た。晋耆は 二 次 免疫応答の IgG2aの 産生

を低下 させ た。また 黄 耆 と晋 蓍は 同様 に ：次 免疫応答の

IgM の 産生を低
．．
Fさせ た 。

　B 細胞に お い て，晋 嘗は B 細

胞，活性化 B 細胞 と も増加させ た。黄耆 の 影響 は有意で

は なか っ た もの の ，高い 値が 観察 され た。こ れ は 抗休産

生 誘 導閃子 の IL−6 の 産生 が 抑 制 される こ と に よる もの

で あると考えられ た、Th 細胞 の サ イトカ イ ン 産生細胞

の バ ラ ン ス に 対 し，晋耆は IFN 一
γ

｝IL　4一を低 下 させ る

傾 向 が観察 され た。黄蓍，晋 善は T 細胞 ， B 細胞 に対し，

同方向の 作用を示 した が，晋耆に お い て は よ り強い 作用

が 認 め られた 。そ の 作用 機序 と して ，黄耆 と晋
．
耆は Thl

を抑 制す る こ とに よ っ て ， IL−4 へ の 抑制作 用 を低
．
ドさ

せ，IL−4の B 細胞増殖因子 と して の 作用を活性化す る

こ とか ら，B 細胞の 割合お よ び活 性 化 B 細胞の 割合を増

加 させ る もの と考えられ る。こ れ は
．
黄 耆，晋

．
耆に お い て

作用が 未 だ 明確 で は ない ポ リア ミン．類の 作用 で は ない か

と推察され た。

　最近，我々
3ω

は 卵巣摘出マ ウ ス に対 して，晋 嘗と黄耆
の 作用 を比 較 した。晋耆 は 卵巣摘lllに よる記憶能 の 低 卜

’

を改善す る こ とが 観察 され た。こ の 原 因は 亅flL清中の 性 ホ

ル モ ン の 低 下 を改善す る こ とに よ る もの と考えられ た。

黄耆に は作用 が 認め られ なか っ た。ま た，脾臓細胞の サ

イ トカ イ ン の 産生 に 対 して は，黄 耆 と晋耆は 共 に イン

タ
ー

フ ェ ロ ン お よ び IL−10 の 産生を誘導した もの の
，
　IL−

4 へ の 影響は 認 め られなか っ た。小島ら
37
冤黄耆 の 熱水

．
表
’1 黄

．．
嘗と晋耆の 比較

基源 植物漏
含有成分

伝統 応用

薬理 研 究

高ll作 用

黄

．
π「

一 一『
、。

　 　 　 　 　 　 日

Astragaki‘∫ mem ろranceus 　B 〔JNGE

！4．mongh θ 〜icus　BUNGE

Hedsantm 　Poiybott：y
’
s　HANn −MAzz

H ．tanguticum　FEDTSCH

astraga ］oside 　I− 1）
TIHP ，］！・B ，

iSQflavonoids　I〜V 匸o｝

シュウ酸 カル シ ウ ム
16 ・18 ｝

is｛，f］avonoids 　llお よび VI6’一〕

polyamines17・Lgl polyamines1助

γ
一
aminobutyric 　acid15

・ゆ
γ
一
aminobutyric 　acid 【61

補 中益 気，固表，利尿 膏に して 癰腫に 外用

血圧 降下作用
L5 ・2°−231 ，　mitoge 目 活性増加作用

’31，利尿 作 血 圧 降下作用
15〕，抗菌作用

9｝

用
24・261，抗菌作用

’・26 ，，Macrophage 数 増加お よび 活性 Macrophage数増加お よ び 活性 化 作

化作用
2ア・25・31・34，，白細胞数増加お よび 沽性 化 作用

32
  抗 用

2蜘 ，抗 腫 瘍作用
鋤

体 魔生 増加作用
a3 ）

肝障害保 護作用
U9 ・

用
33 ・4n 一樹 ，糖尿病

用鋤 など

掻痒感，発疹，肝

N 工工
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表 II　黄蓍が 配合される主なん剤 （医療用 漢方方剤〉
’−
T
一
扁耳禰 天補湯 〔3．0），帰脾湯 〔3．  ，加味帰脾湯

　　 〔3．ω，清 觜益気湯 （3．e），大防風湯 （3．O），清心 蓮 子飲 〔2．ω，

　　 人参養栄湯 （L51 ，当帰湯 〔1．5〕，半夏自朮大麻湯（1．5）な どu

そ の 他
防 己黄耆湯 （5．0），黄耆建 中湯 〔4．O＞，帰首建中湯 〔4．0＞，七物 降

P 墜 1−・｝・撒 加鰭 塑 ・o〕・当帰飲．
后≦1・5）な ど・

O 内 の 数 字は黄耆の 配合  奴創

抽出エ キ ス が in　vitro で イン タ
ーフ ェ ロ ン 誘起作用 を有

する こ とを報告 して い る。

　Yamada1
／”）

ら はマ イトジ ェ ン 活性 お よび補体活性 に 対

する 十全大補湯お よび構成生薬 の 影響を検討 した 。 黄耆

の 熱水 エ キ ス に は mitogen 活性 を増加する作｝Nが 観察

され た。また放射線被曝後の 造血幹細 胞 の コ ロ ニ
ー

形成
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ／lsli

能を促進す る こ とが 報告 されて い る。
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ltg）

　肝障害保護作用 ：Zhang ら　　は 黄耆の エ タ ノール エ

キ ス は経 口 投 与 に よ り，stilbenmidine に よ る 肝障害を軽

減する こ と ， さ らに fめ マ ウ ス に 投与す る と stilben −

midine に よ っ て 増加 した SGPT レ ベ ル を低下 させ る こ

とを明 らか に し た。また stilbenmidine の 亜急性毒性を抑

制す る こ とや ， 肝細胞保護作用 も観察され た 。

　Kim ら
’lo／

は黄耆の 水抽出液 は in　vitro で CCI、 に よ

る肝 細 胞 の GOT ，　 GPT の 分泌 を強 く抑制す る こ とや，

in　 vivo に お い て もラッ トに 黄蓍の 水抽出液を経 冂 投与

する こ とに より， GOT ，　ALP 活性 お よび 血清の MDA の

濃度の 増 加 を 抑制す る作用を有する こ と を明 らか に し

た。しか し，肝障害保護作用の 有効成分 は ま だ 明 らか で

は な い 、

　抗 ウ イ ル ス 作用 ：Kajimuraら
41，4tt’

の 報告 に よると，

黄蓍を 凵本脳 炎 ウ イル ス 感染 マ ウ ス に投与す る と，日 本

脳 炎ウ イル ス 感染 3 日 目に お い て ， 対照群の 赤 面球凝集

抑 制 抗 体 陽 件マ ウ ス が 9〔｝％ に 対し，黄耆投与群 で は 30−

60％ に 止まっ た。黄耆投 与群 で は腹腔 浸出細胞の 数が 増

加し，腹腔浸出細胞の 活性酸素の 産生が 増加 した。黄 耆

エ キ ス の 経 「1投与に より 日本脳 炎ウ イル ス 感染か らの 防

御作用 が み られ る a こ の 機序は抗体産生前の 感染初期 に

み られ る非特異的な メ カ ニ ズ ム に よ る もの で あるこ とが

示 唆 され た。特 に 黄耆エ キ ス に よりマ クロ フ ァ
ー

ジ か ら

の 活性酸素 の 産生が 誘導さ れ る こ とが
，

日 本脳 炎 ウ イ ル

　ス 感染 の 抵抗 に 重要な役割を担 っ て い る と推定された。

　 抗腫瘍作用 ：安川憲ら
4：D

は黄蓍 の 水抽出エ キス は各

種 担癌 マ ウ ス の 生存 日数 を延長す る こ と を明 ら か に し

　た。山 tlら
q4 ）

は 担癌宿主 の抗腫瘍作用 と非特異的免疫能

　に 及 ば す ト全大補湯お よび構成生薬の 影響 を検討 した、

黄耆は経 凵 投与 に よ り EL −4 細胞 の 増殖 抑 制 効 果 を示

し，また in　vivo で の 担 癌宿主 の 黄耆 エ キス 投与 に よる
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 るヨ

延命率 は 130％ 以上で あ っ た 。 金　は黄耆を用 い ，肺癌，

胃癌などを治療 して い る。

　強壮 作 用 ：Shen ら
46 ）

は 萸 耆 エ キ ス 5mg ／kg を連続

経 冂 投与 した ラ ッ トで ， 水浴槽に お け る遊泳時間の 延 長

を観察 した，、また，血清蛋白や 肝 に お け る ロ イシ ン の 取

り込 み 量を増加 させ る こ とを明 らか に し た n

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4T ／

　糖尿病治療作用 ：華　 は大剤量の 黄耆 と党参 と 配合

し，糖尿病 を治 療 して い る。

　腸管 に 対す る作用 ： モ ル モ ッ ト摘出小腸に 対し，黄耆

エ キ X10 ％ 溶液は著明 な収縮作用を示す。こ の 作用 は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’
2o ）

抗 ヒ ス タ ミン 薬に よ り抑制 され る。

　性周期 に 対す る作 用 ：黄 耆の 10 ％ 溶液は 雌性 ラ ッ ト

に 発情期を惹起 させ るが ，
こ の 作用は 去勢 した 雌性 ラ ッ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 4s
’
／

トで は 認め られ ない 。

　心筋へ の 作用 ：Wei ら
柚

は in　 vitro で 黄耆と入参 の

ヒ トの 心筋細胞の 代謝 に 対す る影響を比 較検討 した。結

果 は 両方ともに LDH お よび SDH を増加 した。黄耆お

よび 人 参 は と もに 心 筋細胞 の 代謝 を促進す る作用 を有す

ると示唆さ れ た
。

　神経 系へ の 作用 ：我 々
‘〔｝〕

は，黄耆お よび晋耆に は神経

系 に 対す る作用 が ある こ と を確認 した。L−DOPA を経 口

投与する こ とに よ っ て 作成した学習障害 モ デ ル マ ウ ス に

対し，両者は共 に 用量依存的，か つ 有意に 学習 障害を 回

復 させ た。また，そ の 作用 は 晋耆に お い て より著明 で あ

り， よ t）低用量に お い て 有意な 回復効 果 が確 認 され た。

こ の 作用の 有効成分は現在検討中で あ る ．

　 黄耆の 副 作用 ：黄耆の 使用中に 軽度 の 掻痒感 と発疹を

認 め る：
V

長坂ら
52｝

は 臨床 で 黄耆を含 む 生薬 を服用した

261例 （黄 耆の
一

日平均投与量は 9、2±6，6g ）の 中 ， 黄蓍

を再投与 し，前回 と同様の 副作用 が 誘発された 確実例が

2 例， 黄耆を晋耆 に 変更 す る と，副 作用 は 起 こ ら ない 症例

が 3例 で あ っ た。副作用 と して ， 掻痒感 4例 ， 発疹 3例，

肝 機能障害 1例，好酸球増加 1例，気管支喘息 1例 で

　あ っ た 。黄耆は大量 （20g！日）投与 で副作用が 起 きやす

　く，6g／日未満 の 場合 で は 副作用 は なか っ た。こ の 5 例 の

全例 に お い て ，晋耆で は 副作用 は誘発されなか っ た。エ

N 工工
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キス を服用 した 243例で は 副作用 を認 め なか っ た と報告

して い る。

本草書に おける記載

　
「
神 農 本．苧：経 」 ：上 品 と して 収 載 され て い る、癰疽を主

治 し， 久し く潰敗させ る瘡の 膿を排 し，痛み を止め る。

大風癩疾，五 痔，鼠瘻に は虚 を補 う。また 小児の あらゆ

る疾病を治 す。

　 「本草経集注」
： 「

色が 黄白で 甜美なもの は 温補す る も

の で あ る。蜀中の もの は 冷補するもの で ある」 と，もの

に よ っ て 作用 の 性 質が 異 な る こ とが 示唆されて い る。ま

た，
「

赤色の もの は 膏 に して癰腫 に外用する」とい
っ た記

載 は，晋耆を基 源 とす る生薬 に 関するもの で あると思わ
　 　 　 　 9 ）

れ て い る。

　 「名医別録」 ：婦人の 子臓の 風邪気，五 臓の 間 の 悪th1を

駆逐 し，男 子の 虚損，五 労，羸，痩を補 い ，渇をIEめ る。

腹痛 洩 痢 に は 気 を益 し，陰 気 を利す。

　 「薬性論」 ： 発背を治す。内補し，虚喘，腎衰，耳聾 に

主効 が あ リ，寒熱を療じる。隴西に 生 じるもの は五臓を

補す る。蜀 の 白水 に生 じる皮の 赤 い もの は，客熱 を治す。

　
「

［］華子 本草」 ：黄耆は 気 を助 け，筋骨を壮 に し，肉を

長 じ， 血 を補 い
， 瘰癧 を破 リ，腸 風 血崩，帯下，赤白

痢，産前後の
一・

切 の 病，血 経 不順，消 渇，痰 嗽 を治す。

また
， 頭風 ， 熱毒， 赤目な ど を治す。白水耆は膿を排 し，

血 を治 し，お よ び，煩悶，熱毒，骨蒸労 熱を治す の 功 は

黄耆に 次 ぐ。赤水耆 は 血 を治 し，熱 毒 を退 け，そ の 他 の

効用は い ずれも同様 で あ り， 本耆が 煩を治 し，膿 を排す

る 力は黄耆より微弱だ か ら，黄耆の 無 い 場合は倍量に し

て こ れを用 い る。

　
「
本草図経 」 ；黄書に は 白 水耆 ， 赤水耆，木耆な どの 数

種あっ て，功用はい ずれ も同じで あ るが，薬 と しての 力

は い ずれ も白水の もの に 及 ば ない と効力の 異 な る こ とを

記 載 して い る。

　「
湯液本草」 ：黄耆は味 甘く柔軟 で 綿の ご と く，よ く人

を肥 やすもの で あ り，土 黄耆は よく人を痩せ しむ る もの

で あ る と基源 植物 に よ っ て，作用 が 異な る と述べ て い る 。

　
「

医学啓源 」
：虚 労 自汗 を治 し，肺気を補 し，皮毛 を実

し，肺中の 火 を潟 し，脈弦，自汗 を治し，善 く脾 胃の 虚

弱 を治 し ， 陰 証 の 瘡 瘍 を内託 す る こ とに は 必 ず用 い る薬

で あ る。

　
「
本草蒙 薹 」 ：人参は 中を補 い ，黄耆は 表を実す る。凡

そ内に 脾，胃を傷 め て 発熱 し，悪寒 し，吐 瀉 し，倦怠 し，

脹満 し，痞塞 し， 神短 く、 微脈 な る もの に は，人参を君

と し，黄耆を臣 として 用 い るが よい 。もし表虚して 自汗

する もの，亡 陽の 潰瘍，豆 疹 の 陰瘡 の 場 合 に は 黄耆 を 君

とし人参を臣として用 い るが よい 。必ず しも一定の 方法

に 固執す るべ きで は ない と補剤の 人参と黄耆の 異同を比

較 して い る。

　
「本草綱 目」 ：耆が 長 の 意義で ある。黄耆 は 色が黄で 補

薬 の 長 であ る の で そ う呼ば れ て い るの で あ る。

　 「本草備要」 ：生 で 表を固め，汗なきに は 発汗 させ ，汗

ある に は 之を止め ， 分肉を暖 た め，そ う理 を実 し，陰火

を潟 し，肌熱を解す る。炙 っ て 用 い て 中を補 い ，元 気を

益 し， 三焦を温た め，脾 胃を壮 に す る。血 を生 じ，膿を

排して瘡瘍内託し， 瘡瘍に 聖薬 で ある。痘症 の 不起，陽

虚 で 熱の ない もの に よ い 。

薬　 能

　薬徴 で は，黄耆は肌表の 水を主治す。故に 皮水，黄汗，

盗汗 ， 身体腫，不仁 を治 し，痛疼，小便不利を兼治す と

記載 して い る。

　古方薬議 で は，黄耆は 味甘 温。膿を排 し，痛を止め，

肉を長 じ， 血 を補ひ，渇腹痛を止め，虚労自汗を治 し，

肌熱お よ び諸経の 痛を去 る。黄耆は能 く表を實す。其功

桂枝 と相似 た り。而 して桂枝 は 則 ち燥 熱，黄耆は 則 ち滋

潤 ，
二 物気味相反す。 相合する と きは 則 ち亦 た能 く肌表

に 達 して 以 て黄水 を去 る と記載 し て い る 。

　中医学 で は ， 黄耆は 手足の 太陰経に 入 り，気を補い 陽

を助け る薬物 で ， 衛気を実 し，表を固 め，気を暖 ため，

陥を挙げ る と ある 。 陽虚症の 人 で，表を虚し自汗するも

の，気血 が 不足し，心身と もに疲労 して い る もの ，脾胃

虚弱で ，食欲不振 ， 泄潟 あ る もの ，陽気 が め ぐらず水腫

の あるもの ，癰疽 が 内に こ も り， 膿 血 が 少 ない もの，中

風で！足が 不白由なもの ，崩漏脱肛 ある もの な ど に 用い

る。黄耆の 応用範囲は極 め て広い
。 張 元素は 「

黄耆は tt
く温 に して 純陽な もの だ。その 功用に は 五 種 あ る 。 諸虚，

不足を補 うの が一，元気を益すの が 二 ，脾，胃を壮 に す

るの が三，肌熱 を去 るの が 四， 膿を排 し， 痛を止め ， 1血

を活 し，血 を生 じるの が 五で あ っ て ， 陰疽 を内托する瘡

患者の 聖薬 で ある」 とい っ て い る。

おわ りに

　当然の こ とで あるが，古典 の 記載は必ず しも現代薬理

の 研 究 と対 応 して い る と思 わ な い 。古代と近代との 疾患

の 変遷する こ と もあ るが，結局伝統的な応用 は 現代薬理

学的検討 で証 明 され なけ れ ば ならない 。こ の ような立場

か ら見 る と，現 代 薬 理 学的研 究 と古典 の 記載 とは 比較的

よく対応 して い る 。 古典で は 黄蓍 の 最 も重要な作用は 虚

を補 う，気を補 い 陽を助け る，筋骨を壮に し，肉を長 じ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 27　ll］．／l／s ／lri）　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 4G ）

る こ とで あ る。免疫増強作用 ，　　　 強壮作用　 を有

す る こ と で 説 明 で きる と思う。黄耆は肌表の 水 を主治す。

故 に 皮水，黄汗，盗汗，身体腫，不仁 を治し，痛疼，小
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106 黄耆 と晋耆

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 2．1、25）
便不利を兼治す とい う効能は，黄耆の 利尿作用　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 と

一

致 して い る。瘰癧 を破 り，膿を排 し，痛を止め る とい り

応用は 抗腫瘍作用1胴 5〕
抗菌作 用

9’26／’
が あ る こ とで 説 明 さ

れ る。頭風 熱毒，赤 目などは 高血 圧 の 症状 で ， 今 は黄

耆の 亅丘t圧 降下 作用
Zエ122 ）

と対応 して い る。腎衰，耳聾に 主
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 51D
　　　　　　　　　　　 の 作用 と対 応 し て い るの で は効 が あ る こ とは神経系

ない か と考えら れ る、婦人の 子臓の 風邪気 ， 五臓の 間の

悪 血 を駆 逐 し，産前後の
一

切 の 病，血 経 不順 ；男子 の 虚

損，五 労を治すとい う記載 は 性 ホ ル モ ン な どの 失調 で は

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 36 ）

ない か と思 わ れ て い るが，黄耆 は内分泌系　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を調整 して

こ れ らの 症 状 を緩 解す る とみ られて い る。肝 は 血 を蔵 し，

肝臓 の 病気が痛み を伴 うこ と が 多い 、，黄蓍 の 血 を活 し，
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 39 ．401
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の 応用血 を生 じ，痛 を止め る こ とは昔 の 肝保護作用

とい え る。

　 黄耆は補剤の 中心的な役割を果 た して い る。黄耆 と晋

耆は植物学的に は全 く異なるもの
晒

で ある が 臨床 で 同

様に 使 用 さ れ て い る。黄耆 と晋耆との 比較研究は まだ 少

な い 。歴史的に見て ， 黄耆は 漢方薬の 中で最も重要な生

薬の
一

つ で あ る と認識されてい る。また，黄耆と晋耆の

作用 の 異な る こ とは 昔か ら認め ら れ て い る。現代 の 化学

分析 に よ り，黄耆と晋蓍の 成分 は 同 等の 部分 も，異な る

部分 もあ る こ とが 明 らか に されて い る。 こ れ は黄耆と晋

書の 作用 の 同 異 の 基礎 で あろ うと考えら れ た。現代薬理

学的研究 で は ， 黄耆は よ り よ く研 究 さ れ て い る。多くの

研究成果か ら考える と，黄耆と晋耆は 同様の作用方向を

示 し，晋耆 を黄 耆 と して 使 うこ とは 十分 の 根拠 が あると

示唆され て い る。 また は抗高 血圧 活 性，抗菌活性，神経

系作用 お よ び T 細胞、B 細胞 に対す る影響な ど の 領域

で，晋耆 は 黄耆 よ り活性 が 高い と も言えそうで ある。

　 今後，黄耆と晋書 を正確 に 使用 す るた め に，更に 多く

の 比較研 究す る必要があると考え られ る 。 臨床的に も黄

耆 と晋耆を比 較 し，多くの データ を収集す る必要が ある

　と思 われ る。
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